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１．概要（Summary） 
 味覚センサに代表される化学量センサの小型化は，

様々なニーズがある．その中でも， SPR センサは簡単な

光学系で実現できるので，手軽な計測の実現向いている．

ただし，従来の SPR センサは反射光強度の変化を測定

するための受光器や，プリズムが必要なので，システム全

体が大型になる欠点があった． 
そこで，本研究では SPR の電気的な検出技術を応用

して，小型化可能な SPR センサを提案する．具体的には，

センサ反応部の金表面に格子構造を構成し，光を金の背

面側から照射することで，表面の屈折率の変化を SPR の

変化を電流値として検出するデバイスを提案する．本論

文では，背面照射型の SPR センサデバイスを試作し，そ

れに対して屈折率の異なる空気・純水・エタノールを測定

対象として，屈折率の違いによるデバイスの応答の変化を

確認し，提案方法の有効性を実証した． 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 ・高速大面積電子線描画装置 
【実験方法】 
 金格子構造を試作するために，シリコン基板上に格子

構造を電子線描画によりパターニングした．そのレジスト

パターン上に金を蒸着し，リフトオフ法により金格子構造

を製作した．シリコン基板と金格子構造の界面には，ショッ

トキー障壁が形成されるので，このデバイスは近赤外光の

検出器として機能する．この金格子構造上に計測対象と

なる液体を滴下し，その領域にシリコン側から近赤外光を

照射して，屈折率に応じて電流信号の検出を行った．  
 
 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 屈折率変化を想定した 20，40，60，80，100 ％濃度の

エタノール溶液を用いた実験を行った．誘電率の低い方

から反応を並べたところ 20，40  ％の濃度変化において

3 回とも共通して 40 ％濃度の方が大きな反応を示した．

また，全体的に観察しても電流波形の概形が似ていること

が分かった．60，80，100 ％濃度の測定でばらつきがみ

られるのは，濃度が高くなるにつれ揮発性が上昇し溶液

の滴下から測定までの僅かな時間でも溶液の状態に差が

生まれることに起因すると考えられる．以上により，電流検

出型 SPR センサの基本的な実現可能性が確認できた． 
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